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愛媛県のみかん畑（愛媛県八幡浜市）
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四国土地改良調査管理事務所長
ささき いちろう

佐々木 一郎

ごあいさつ

巻頭言

日頃から四国管内の農業農村整備事業へのご理解とご協力、また、農業・農村振興へ
のご尽力を賜っていますことに心より感謝申し上げます。
この度、当事務所管内の国営事業や農政に関する情報をお伝えするため、「ＮＮしこ

くみち」をお届けいたします。

現在、当事務所では、国営施設機能保全事業「南予用水地区」の実施、また国営造成
水利施設ストックマネジメント推進事業や防災情報ネットワーク事業を通じて、四国管
内の事業完了地区における継続的なフォローアップを行っています。

国営かんがい排水事業「道前道後用水地区」につきましては、令和４年度で全体実施
設計を終え、令和５年４月１日に事業所が開設され、８月１日には看板掲示式・開所式
が行われ、本格的に事業着工を迎えました。地元農家、土地改良区、県市町はじめ多く
関係者に感謝申し上げますとともに、今後の事業実施におきましても、関係者の皆様の
さらなるご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

さて、農業・農村をめぐる情勢は、農業従事者の高齢化や耕作放棄地の増加、気候変
動による自然災害の激甚化に加え、長期化するロシアのウクライナ侵攻、円安の影響な
どにより肥料、飼料、燃料といった輸入依存度の高い生産資材の高騰など、農業経営に
大きな影響が及ぼされました。

こうした中、「食料・農業・農村政策の新たな展開方向」が令和５年６月２日に官邸
で開催された食料安定供給・農林水産基盤強化本部で決定されました。食料・農業・農
村基本法制定から約20年が経過し、我が国の農業を取り巻く情勢が制定時には想定され
なかったレベルで変化しているため、現在、基本法を検証し、見直しに向けた議論が行
われています。この新たな展開方向は、基本法の見直しに当たり、政策の方向性が整理
されたもので、今後はこれを踏まえ、各種の施策が見直されることとなります。

当事務所としましても、基本法の見直しや施策の具体化の動きを注視しながら、土地
改良区はじめ地元関係者、関係機関の方々と連携し、前歴事業を通じて築かれてきた農
業経営と農村生活を守り、さらに農業農村の次世代への継承に向けた新たな事業の実現
を目指してまいります。
今後とも職員一同どうぞよろしくお願い申し上げます。
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「国営香川用水二期農業水利事業完工式」を挙行

令和５年11月１日（水）、高松市のホテルパールガーデンにおいて、国営かんが
い排水事業「香川用水二期地区」完工式が、農林水産大臣（代理：大臣官房審議
官）、中国四国農政局長、香川県知事、国会議員（代理：秘書）、県議会議員、関
係市町長、関係土地改良区役員など約70名の出席により開催されました。
本地区は、島しょ部を除く香川県全域の高松市外７市６町にまたがる23,593ha
の農業地帯ですが、降水量が少なく、古来より水不足に悩まされてきました。水不
足を解消するために構想された、早明浦ダム建設を中核とする「吉野川総合開発計
画」の一環として整備された「香川用水」について、通水開始から約半世紀が経過
し、老朽化等に伴う管水路の漏水事故等が頻発していました。
このため、農業用水の安定供給に支障をきたす施設の老朽化対策及び維持管理の
軽減並びに大規模地震に備えた耐震対策を総合的に実施する本事業が平成26年度
に着手され、当初の計画どおり10年目の令和５年度をもって事業完了することと
なりました。
完工式では、仙台中国四国農政局長による式辞、四日市大臣官房審議官による農
林水産大臣挨拶（代読）、平山事業所長による事業経過報告、池田香川県知事、松
原香川県議会副議長、宮本香川県土地改良事業団体連合会会長からの祝辞と続いた
後、地元の代表として香川用水土地改良区の五所野尾理事長より仙台局長に対して
謝辞が述べられました。
式典後は、香川用水土地改良区主催による祝賀会も盛大に行われ、香川用水の
『いのちの水・友情の水』を次の世代に引き継いでいく決意を新たに閉会しました。

完工式の状況 式辞（仙台農政局長）

完工式の様子

挨拶（四日市審議官）

事業経過報告（平山所長） 祝辞（池田香川県知事） 謝辞（五所野尾理事長）



NNしこくみち（新規着工地区の紹介）

道前道後平野は、中山川流域等に形成された道前平野と、重信川流域に形成された道後
平野からなり、瀬戸内海に面した気候特有の雨量の少ない地域にあるため、河川の流量が乏
しく、昔から恒常的な農業用水の不足に悩まされてきました。
そのため、昭和32年度～昭和42年度に国営道前道後平野土地改良事業（昭和の事業）と
して仁淀川の上流に面河ダムを築造し、農業用水、発電及び工業用水の水源を開発するとと
もに、四国山脈を越えて道前平野・道後平野へ導水する水路や取水堰等を整備しました。
また、平成元年度～平成25年度に実施した国営道前道後平野土地改良事業（平成の事業）に
おいて、新たに冬場の野菜作に必要な水源として佐古ダム及び志河川ダムを築造するとともに、受
益地に三芳地区を追加し、併せて昭和の事業で造成した施設の改修を行いました。
上記事業により農業用水が安定的に周年供給されることで、野菜や果物の栽培が行いや
すくなり、水稲中心の農業から多様な農作物が栽培される農業へと発展してきました。

開設「道前道後用水農業水利事業所」

昭和及び平成の事業で建設した農業水利施設は、老朽化が進み、サビ、ひび割れ、摩耗な
どの劣化により、補修費など施設の維持管理費が増加しています。また、一部の農業水利施設
については、施設周辺の道路や学校などの公共施設及び住宅などの安全を確保するために、
耐震性能の向上を図る必要があります。
このため、本年度から新たな「国営道前道後用水土地改良事業」により、老朽化した農業水
利施設の改修と、耐震化の整備を行う事業を行うこととなりました。

【事業概要】
・事業期間：令和５年度～令和１７年度（予定）
・関係市町：愛媛県松山市、西条市、伊予市、東温市、伊予郡松前町、伊予郡砥部町
・受益面積：田7,318ha 樹園地1,860ha 計9,178ha（令和３年１月現在）
・総事業費：230億円（共同事業分込み260億円）（令和２年度単価）
・主要工事：ダム（改修） ３か所、頭首工（改修） １か所、用水路（改修） 28.2キロメートル

地区内主要施設

２．新たな事業の目的と概要

１．地区の概要

「面河ダム」

３

「佐古ダム」 「志河川ダム」
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３．事業の効果
◇老朽化している農業水利施設を改修することにより、破損等による漏水を防ぎ、農業用水の
安定供給を図ります。

◇耐震化対策を実施することにより、施設の安全性の向上を図ります。

【大規模地震に備えた堤体の耐震補強】

【ひび割れした幹線用水路を補修】

道前道後用水農業水利事業 計画一般平面図
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国営施設機能保全事業「南予用水地区」実施状況
○目 的
南予用水地区の基幹的な農業水利施

設は、国営南予用水土地改良事業（昭
和49年度～平成11年度）により整備
されましたが、事業完了後、経年に伴
い、貯水池及び揚水機においては電気
設備の劣化による誤作動、用水路にお
いては継手部の劣化による漏水の発生
等の性能低下が生じており、今後、更
なる性能低下の進行により、施設の維
持管理に多大な費用と労力を要すると
ともに、農業用水の安定供給に支障を
来すこととなります。
このため、本事業では農業水利施設

の機能を保全するための整備を行うこ
とにより、施設の長寿命化、施設の維

事業概要 持管理の軽減及び農業用水の安定供給を
図り、農業生産性の維持及び農業経営の
安定に資するものです。
また、水道用水の安定供給にも寄与し

ています。
○概 要
関係市町
愛媛県宇和島市、八幡浜市、
西予市及び西宇和郡伊方町

受益面積 7,200ha(すべて果樹園)
事業工期平成26～令和９年度(予定)
主要工事計画
貯水池（改修） ２箇所
揚水機場（改修） 20箇所
用水路（改修） 5.1km
水管理施設（改修） ２箇所

愛媛県

〇 位置図

施設整備の状況

揚水機場（ポンプ設備）の整備

ポンプ取り外し

南予用水地区

工場での分解

分解後整備前部品

完成

工場での分解

揚水機場搬入・設置

回転体バランス確認 工場での組み立て

組み立て完了（塗装前）
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国営かんがい排水事業「香川用水土器川沿岸地区」事後評価を実施

ピーマン

令和４年から令和５年にかけて、中国四国農政局及び当事務所において国営かんがい排水事業「香川用
水土器川沿岸地区」（以下「本事業」という。）の事後評価※を行い、令和５年８月に農林水産省ホームペー
ジで評価結果を公表しました。
事後評価の取りまとめに当たり、香川県をはじめ関係市町、関係土地改良区等、ＪＡ香川県、地元農業者
等の方々に多大なご協力を賜りました。誠にありがとうございました。
本項で、本事業評価結果の概要を紹介します。

農業用水の安定供給と用水管理の省力化
本事業により用水路の改修が行われ、通水能力が回復したことで、雨の
少ない本地区において、渇水期でも農業用水が受益地に安定的に供給
されている。また、管理の省力化や需要に応じた配水が図られている。（右
写真①）

※農業農村整備事業等の効率性及び事業実施過程の透明性の一層の
向上を図るため、国営土地改良事業等の完了地区において、当該
事業の実施による効用及び利用状況の評価を実施するもの。 図 事業位置図

◆関係市町
香川県丸亀市、坂出市、善通寺市、綾歌郡宇多津町、
仲多度郡琴平町、多度津町、まんのう町
◆受益面積 3,996ha
◆総事業費 111.2億円
◆事業期間 平成20年度～平成28年度
◆主要工事
用水路（改修）61.2km、水管理施設（新設）

「香川用水土器川沿岸地区」事業概要

関係市町

香川用水土器川沿岸
地区受益範囲

宇多津町

丸亀市

まんのう町

琴平町

多度津町

善通寺市

① 農業用水路の改修

＜整備前＞

＜整備後＞

②本地区でのブロッコリーの栽培 ③地域住民の憩いの場の創出
（用水路沿いに遊歩道等設置）

④水路を生き物観察の場として活用
（自然環境に配慮した生態系水路整備）

地域用水機能の増進
自然環境や文化的景観との調和や、消防水利として利用が可能な地域
用水としての用水路整備等が行われ、魚介類の生息環境の確保、地域住
民の憩いの場及び生活用水施設としても機能している。 （下写真③④）

産地収益力の向上
農業用水の安定供給が図られたことで、水稲の安定生産と品質が向上
するとともに、担い手への農地集約化も進んでいる。また、ブロッコリーや
にんにく等の野菜の産地維持や規格外農産物を有効活用した６次産業
化の取組、農福連携、農業女子といった新たな人材や担い手が活躍する
ことにも寄与し、産地収益力の向上に寄与している。 （下写真②）
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西宇和スマート農業推進協議会の取組

ピーマン

南予用水地区の主要な受益地の愛媛県西宇和地域は、管轄する「JＡにしうわ」の温州みかんの販売高
が、令和４年度まで５年連続100億円を突破する等、全国有数のみかん産地となっています。
しかし、本地域では労働力不足等で産地の維持が危ぶまれており、令和元年から「未来型柑橘生産に向
けたＡＩ等先端技術の導入によるスマート営農体系の実証」事業に取り組んでいます。
今回は、令和３年に設立した「西宇和スマート農業推進協議会」の取組の一部を紹介します。

ほ場環境モニタリング技術の実証
ほ場に気象ロボットを設置し、気温、土壌水分等を測定して、
クラウドシステムにデータ集積し、スマートフォンでモニタリング
したデータを基にかん水、施肥など最適管理。

【実証結果】温州みかん単収は14％増加
Ｈ30年 単収5.7ｔ/10a⇒Ｒ２年 単収6.5ｔ/10a
【その他】
マルチドリップ栽培での遠隔自動かん水システムの実
証では、スマートフォンからかん水開始、液肥混入の遠隔操作
が可能となった。

位置図（愛媛県）

経営・栽培管理情報の「見える化」の実証
クラウドシステムで作業記録、選果実績等のデータを集積し、
スマートフォンやパソコンで情報共有。

【実証結果】労働時間減少、収益増加
（温州みかんマルチドリップ栽培）
労働時間：
10a当たり30％減（Ｒ元年185時間→Ｒ４年130時間）
収益性：
10a当たり26％増（Ｒ元年861千円→Ｒ４年1,085千円）

◆関係市町
愛媛県宇和島市、八幡浜市、西予市及び西宇和郡伊方町
◆受益面積 7,200ha（すべて果樹園）
◆事業工期 平成26年度～令和９年度（予定）
◆主要工事計画
貯水池（改修） ２箇所
揚水機場（改修） 20箇所
用水路（改修） 5.1㎞
水管理施設（改修）２箇所

「南予用水地区」事業概要

【クラウドシステム】

樹園地

集水区域

改修箇所

【圃場に設置した気象ロボット】

【ＡＩ選果機】

ＡＩ選果機による労働力削減効果の実証
ＡＩ選果機で外観品質、腐敗等を自動判定。

【実証結果】選果時間（労働時間）を大幅に削減
標準的な家庭選果時間18時間/10a → 4.2時間/10a

南予用水地区

７
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香川県内の恒例行事で農業農村整備事業をＰＲ

みなくちさい

香川用水水口祭

令和５年６月１１日（日）、先人の
道徳を称えるとともに配水の安全と豊
潤を祈願する『香川用水水口祭』が、
香川県三豊市財田町の香川用水記念公
園（東西分水工）で香川用水土地改良
区の主催により開催されました。

はつゆるぬき

満濃池初閘抜式典

当日は、香川県知事ほか、関係する市町の首長と土地改良区理事長等とともに、中国四国農政局か
らも香川用水二期農業水利事業所長、四国土地改良調査管理事務所長が神事に参列し、玉串を奉納し
配水の安全と豊潤を祈願した後、御神酒をトンネルの出口に注ぐと、噴水が約５ｍほどの高さに吹き
上がりました。
その後、地元保存会による財田鍬踊り、財田町長野獅子による獅子舞、大野原龗王（りゅうおう）

太鼓や綾子踊の奉納のほか、うどんの接待もあり大勢の人で賑わいました。

神酒奉灌 事業ＰＲ

ゆる抜き 事業ＰＲ

令和５年６月１５日（木）、先人の
偉業と池神様に感謝し、併せて配水の
安全と五穀豊穣を祈願する『満濃池初
閘抜式典』が、満濃池土地改良区の主
催により開催されました。
池のそばにある神野神社において、香川県知事ほか関係する市町の首長、満濃池修築に縁のある

方々とともに、中国四国農政局からも局長、地方参事官（香川）、香川用水二期農業水利事業所長、
四国土地改良調査管理事務所長が神事に参列し、玉串奉納と配水の安全と五穀豊穣を祈願しました。
その後、取水塔で満濃池土地改良区理事長等によって水門が開かれると樋門から勢いよく水が流れ

出し、大勢の見学者が豪快な水しぶきを写真に収めたり、迫力ある水音に耳を傾けたりしていました。

水辺の納涼祭

事業ＰＲ水辺の様子

令和５年８月６日（日）、『水辺の
納涼祭』が香川県三豊市財田町にある
香川用水記念公園において開催され、
多くの人で賑わいました。
イベントでは、公園内を流れる川で
の「魚すくいどり」、水の資料館での「水に関するクイズラリー」、催しの広場（ステージ）での
「目隠しバケツリレー」などのゲーム及びうどんやかき氷などのグルメコーナーのほか、和太鼓演奏
など様々な催しが行われました。当日は気温37度を超す猛暑の中、多くの人が来場し、顔をほころ
ばせながらイベントを楽しむ親子連れの姿が多く見られました。
香川用水記念公園の水の資料館では、四国土地改良調査管理事務所と香川用水二期農業水利事業所

が連携して、香川用水と農業の関わり、香川用水二期地区の工事状況、流域治水（田んぼダム）の取
り組み等についてパネルで紹介するとともに、各種パンフレットや手作りの下敷きなどを配布し、農
業農村整備事業のＰＲ活動を行いました。



NNしこくみち（業務体制）

所 長 次 長

四国土地改良調査管理事務所は、令和５年4月現在、７課1支所体制になっています。
事務所本所は香川県丸亀市にあり、所長、次長のほか庶務課、企画課、計画課、財産管理課、保全計画課、

保全整備課の職員が在籍しています。
調査課は、香川県坂出市にある坂出分室に、南予用水支所は、愛媛県松山市にそれぞれの職員が在籍して

います。

・ 人事、文書、職員の福利厚生に関する事務
・ 経費及び収入の予算、決算及び会計、職員の給与、
旅費に関する事務

・ 国営土地改良事業の実施に係る調査及び計画の企画、
関係機関との連絡調整等

・ 農地、農業用水利施設等の地図情報（水土里情報）
の収集・整理並びに電子的利用に係る指導・調整

・ 国営土地改良事業によって造成された施設の流水の
占用に係る指導

・ 農業開発のための地域計画、経営計画の調整、経済
効果の測定 及び他事業との共同費用の振り分け等

・ 国営土地改良事業の実施に関する土地その他の開発
資源の調査、土地利用計画及び営農計画の作成等

・ 国営土地改良事業の事後評価

・ 国営土地改良事業の実施に関する水その他の開発資
源、水利調整等に必要な調査・計画

・ 工事計画及びその技術的可能性の調査並びに全体設
計の作成

・ 国営土地改良事業によって造成された施設の保全に
必要な調査・計画及び調整

・ 保全対策前後における調査及び保全技術の支援
・ 機能診断に関する企画、調整

・ 国営土地改良事業によって造成された施設のうち、
緊急に補修が必要な施設の「整備に関する調査」、
「整備に関する設計」、「整備の実施」

・ 施設の維持管理の軽減及び農業用水の安定的供給を
図り、農業生産性の維持及び農業経営の安定のため、
国営施設機能保全事業により「南予用水地区」の施
設長寿命化対策を実施

・ 事業実施地区（南予用水）の用地補償に関する事務
・ 事業完了地区の権利保全対策
・ 事業完了地区の他目的使用及び道路、河川等占用協
議の期間更新事務

・ 国営事業実施地区の事業完了図書等の整備

保全計画課

保全整備課

南予用水支所

（坂出分室）

庶 務 課

企 画 課

調 査 課

計 画 課

財産管理課

企画情報管理官

水利調整専門官

調査計画専門官

洪水調節機能強化専門官

保全整備専門官

四国土地改良調査管理事務所の体制

９

環境調査専門官

施設監視専門官

施設復旧対策専門官



NNしこくみち（業務体制）

四国土地改良調査管理事務所

坂 出 分 室

南予用水支所

〒762-0086 香川県丸亀市飯山町真時677-1
TEL：0877-56-8260
FAX：0877-56-8266

〒762-0001 香川県坂出市京町2丁目6-27
坂出合同庁舎３Ｆ

TEL：0877-35-9912
FAX：0877-35-9918

〒791-8058 愛媛県松山市海岸通2426-5
松山港湾合同庁舎２Ｆ

TEL：089-989-7727
FAX：089-989-7884
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四国土地改良調査管理事務所だより

〔お問い合わせ先】
農林水産省 中国四国農政局 四国土地改良調査管理事務所
〒762-0086 香川県丸亀市飯山町真時677-1
TEL：0877-56-8260
FAX：0877-56-8266

愛媛県のみかんの栽培は、江戸時代の終わりごろ、宇和

島市吉田町で伊勢まいりや四国巡礼で手に入れたみかんの

苗木を植えたのがはじまりとされています。

表紙紹介

愛媛県のみかん畑（愛媛県八幡浜市）

愛媛県は一年をとおして温暖で晴れの日が多く、畑の土も水はけがよく、栄養分を多

く含んでいることなど、おいしいみかんを作る良い環境に恵まれています。

愛媛県の中でも、海岸線に沿った傾斜地と瀬戸内の島々は、おいしいみかんの産地と

して有名です。傾斜地では、西宇和地域に代表される石垣に覆われた段々畑が多くみら

れます。石垣の石は熱が冷めにくいため、暖かさを保つこともできます。空からふりそ

そぐ光、海からの反射光、石垣からの輻射熱（照り返し）、この「三つの太陽」をいっ

ぱいに浴びて育った愛媛のみかんだからとてもおいしいのです。


